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は じめに

　集権的王朝体制下の 中国 に お い て は
， 国家権 力の 末端一 県以下 の 行政機 構は不備で あ り，

皇帝の 支配 は地域社会に まで浸透 し得ず，地 域社会の 秩序は，そ の 基礎単位 をなす村落や宗族

などの 組織 に よ っ て 自治的に維持 されて い た とされる 。 本稿は
， 県 レ ベ ル の 地方権力が 県内の

地域社会 と どの ように関わ っ て い た か ，郷紳や耆老な ど地域社会の 指導層 と地方権力 ・国家権

力との 関係 ， また地域社会相互 の 関係は ど うな っ て い た の か
，

とい う問題関心か ら
， 香 山県 を

対象と して
， 珠江 デ ル タの 地域社会の 実態を解明しよ うとする もの で ある 。

 

　珠江デ ル タの 諸県で は
， 県城 と並ん で 抜群 の 豊か さを誇 る商業 ・手工 業 ・文化の 中心地が い
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くつ か形成 されて い る の が 普通 で ある 。 た とえば
， 南海県 の 佛山 ・九江 ， 順徳県 の 龍江 ・龍

山 ・容奇 ・桂洲 ， 新会県 の 江 門 ・外海 ・潮連 な どの よ うに 。
こ れ ら各県の 県内先進地域に 関 し

て は ，『郷志』が 残されて い る等 ， 史料的にや や 恵 まれ て い る こ と もあ っ て ，従来，論及 され

る こ とが比較的多か っ た 。 しか し
， 国家権力 と地域社会 との 関わ りを問題 に する場合 ， 地方行

政 組織の 末端単位は県で あるか ら，
一
県全体を視野に 入 れ

， 県内各地域一 都或い は村 レ ベ ル

　　の 相互 関係 を有機的総合的 に把握 した上で
， 地方権力 ・国家権力との 関係 を考察す る 必要

が ある の で は なか ろ うか 。

　香山県の 地 方志 に は，明嘉靖
・清康煕 ・乾隆 ・道光 ・光緒各時期編纂の 『香山県志』，民国

12年刊 『香 山県志続編』及び 『香 山県郷土志』
  がある 。 以下，各時期の 『香山県志』は嘉靖

『県志 』の 如 く，『香山県志続編』は民 国 『続志』，『香山県郷土 志』 は 『郷土 志』 と略記す る 。

1　 香山県の沿革

　 （1 ）県域

香 山県は珠江 デ ル タ の なか で も下流 デ ル タ の 中央部 に位置 し ， もとは 宝安県の
一

部で あ っ た 。

唐至 徳 二 年 （757）に宝安県を東莞県 と改称 し，県西 南部 の 香山島 （五桂山 ・鳳凰山 とそ の 周

囲）に 文順郷 を設 け，郷治の 濠潭 （現珠海市山場）に 香山鎮 をおい た 。 以後香山鎮 は文順郷全

体を指す呼称にな っ た とい うが ，
こ の 頃香 山鎮は，まだ伶打洋上 の 孤島で あ っ た 。 香山の 名は

五桂山の 花の 香 りに 由来する と い う。 南宋紹興二 十二 年 （1152）， 香山鎮は東莞県か ら独立 し

て香 山県 に昇格 ， あわせ て東莞 ・番 禺 ・南海 ・新会 4 県の 島々 を割い てその 領域 に加 え ， 広州

府の 所属 と な っ た
。 当時なお 香山県 は ，数群 の 島々 か ら成 っ てお り， 県城 は 香山島の 北端，

石岐 に お か れた 。 即ち
，

立県 当初香山県の 主 領域 は五 桂山 と鳳凰 山が そ の 大部分 を占め る孤 島

香山島で
， 島の 北部の 石岐に 県城が築かれた 。 その 西北 に新会 ・南海両県か ら割 い た小欖 ・大

欖 ・海洲 ・曹歩な どの 島々 が ，東北 に番禺 ・東莞両県か ら割 い た大黄圃 ・小黄圃 ・潭洲 な どの

島々 が海 を隔て て 点在 して い る とい う形勢 で あ っ た 。

　明初の 頃 （14世紀後半〜15世 紀前半），県の 主領域 をなす香 山島周辺 に は沙田が ま だ ほ とん

ど形成 されて お らず ， 住民 は 山麓 に集住 し，主 と して 塩業 と漁業で 生計 をた て て い た 。

一
方，

西 北 の 小欖
一

帯 はすで に平野 と化 し ， そ の 東南 には肥 沃な沙田
一

西海十八 沙が形成 され てお

り，

一部の 沙坦が有力 な宗族の 所有地 に な っ て い た 。 東北の 大黄圃一帯の 陸地化は少 し遅 れ ，

そ の 東南 に 広 が る東海十六沙は 一
部 が海面 に露出 し始め て い た の を除 き，大部分が まだ浅瀬に

沈ん で い た 。 しか し明 〜清の 間に 東海十六沙 もあ い つ い で 陸地化 し ， 西海十八 沙 とあわ せ て 広

大な沖積平野が形成 されて各島々 を連結，順徳 ・南海の 両県ともつ なが っ た 。 1925年，香山県

出身の 孫 中山 を記念 し て県名 を中山県 と改め
， 1983年 ， 中山市 に昇格 した 。

 

　 （2 ）行政 区画 ・組織

　次 に 県以下の 行政区画 ・組織 をみ て お くと
，　 表 1 に あ る とお り，立県当初 ， 香山県 に は 10

の 郷が 置か れた 。 こ の うち，仁厚郷か ら長安郷まで の 7 郷は東莞県 に属 して い た地 域で ，潮居

郷 は新会県か ら ， 寧安郷は南海県から ， 古海郷は番禺県及び東莞県か ら ， それぞれ割 い て 加え

られ た地域で ある 。
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表 1　香山県都名表

　 宋

紹興22年
　 明

洪武14年
道光年間 光緒年間 県城 か らの 距離 備考

仁厚郷 仁厚坊

良字都

仁厚坊

良字都

仁良都

徳慶郷 龍眼都 隆　都 隆　鎮 西 10里
永楽郷 得能都 得能都 東 鎮 東10里

長楽郷 四字都 四字都 東　鎮 東南30〜50里

永寧郷 大字都 大字都 東 　鎮 東南 40〜50里
豊楽郷 谷字都 谷字都 谷　鎮 南60里

長安郷 恭常都 恭常都 上 恭鎮

下恭鎮

東南80〜120里

潮居郷 黄梁都 黄梁都 黄梁鎮 西南 110里 原，新会県属

寧安郷 大攬都 大欖都 欖 　鎮 西 北70里 原，南海県属

古海郷 黄旗都 黄旗都 黄旗都 北80里 原 ，番 禺 ・
東莞両 県属

各時期 の 『県志』，輿地，都里 ・民国 『続志j，巻
一
，図 ・「広東図説』に基 づ い て 作成。

　明洪武十四年 （1381），里甲制施行にあわせて 「郷」制 を「都」制 に改 め て，新 た な都名が定 め

られ，各都 ご と に 2 〜 4 （龍眼都の み 9 ）の 図 （里 ）が 設 け られ た 。 また，県城 に 典史 ・県

丞 ・主簿が ， 大欖都の 旧香 山寨に大欖巡検 司 （香山司）が ， 黄旗都小黄圃に黄圃巡検司がおか

れ ，最南端 の 恭常都山場 に は香 山場 （宋 の 金 斗場 ）塩課司が お か れ た （表 2参照 ）。
こ の 時定

め られ た都名 は龍眼都が 隆都 と改称 され た の を除 き
， 清末光緒年 間に都 の 多 くを改め て 鎮 と し

，

表 1 の 如 く合併，分割，改称 される まで 維持 され た よ うで ある 。
  各都内 の 街村 （行政村 ）数

は，多 くの 都 で 倍以上
一

最 も劇 的 に増加 した の は黄梁都で 17村か ら194村一
に増えて い る 。

村落数の 増加 は定住人口 の 増加 を反映 して い る と考 え られ るか ら， 黄梁都 に お い て 特 に 急激な

定住人 口 の 増加が あ っ たこ とを示 して い る 。

一
方，人 口急増 に もかか わらず税糧徴収単位で あ

る図の 数 は
， 得能都 ・大欖都 な どを除 きほ とん ど増加 し て い な い

。 片 山剛氏 の 研究 に よれ ば
，

香山県にお い て は道光期以前 ， すで に図内十 甲の 結合は失 われ てお り， 各甲が個別 か つ 直接 ，

各都に
一

人配置 され た図差 （県衙門の 衙役） に税糧 を納入す る よ うに な っ て い た ，即 ち，図の

税糧徴収機構 と して の 実質は消滅 して い た
，

とい うか ら 
， 道光期の 図数は

， 実 質的に は各都

に 配置 された図差の 人数を示して い る こ とに な ろ う。

　清代 に 入る と
， 黄梁都 の 斗門壙 と恭常都の 淇澳堡 に それぞれ巡検司が おか れ

， また
， 大欖 ・

黄圃 ・黄梁の 3 司 にそれ ぞ れ巡船 2 隻が配備 され た （乾隆二 年 ・1737）。 県城 か ら100里 前後離

れ，地方権力 の 空 白地帯 となっ て い た 黄梁都 と恭常都 に 巡検司をお くこ と に よ っ て
， 香 山県地

方権力 は よ うや く県内全域 を把握す る体制 とな っ た 。 典史 ・県丞 ・主簿 ・巡検な どは ，知県の

補助機 関 とされ ， 典史は未 入流 ， 県丞 は正八 品 ， 主簿は正 九品 ， 巡検 は従九品の 職官 で あ り，

県以 下の 統 治 を分掌 して い る 。 しか し ， そ の 職責 は 明確 で な い
。 巡検 は

， 「捕盗 ノ 事 ヲ掌 ル 」

（『清国行政 法』） とされ て い る が ，つ ぎにみ る よ うに
， 巡検が首唱 して 書院を建設 して い る例

があ り， その 職務内容は治安維持 に 限 らなか っ た ようで ある 。

　明代 ， 嘉靖 『県志』巻
一

， 風土志
， 坊都に よれば

，
こ の ほか に

，
嘉靖元年 （1522），番南都

（図数 1） ・新 会都 （図数 3 ） ・順徳都 （図数 5 ）の 3 都が設け られた 。 こ れは番 禺 ・南海 ・

新会 ・順徳 4 県の 業戸の 所有地が香 山県内各都に分散 して お り， 4 県の 業戸 はそ れぞ れ ，その
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表 2　香山県行政 区画
・組織

管轄範囲 本稿関連街村
巡検等 設立時期等 所在地

坊都 図数 街村数

典史 明洪武年間 県城 仁厚坊

（県城）

223466 麻洲街 ・紫里 ・岐陽里 ・

石岐壥

良字都 461837 員山
・
長洲 ・港 口

隆　都 962758 象角 ・岡背 ・大涌

得能都 362444 濠頭
・沙 辺 ・小 鰲渓

四 字都 221418 大車

大字都 221528 翠亨

谷字都 231540 平嵐 ・雍陌

大攬司巡検

（香山司）

ク 大攬都

（旧香山寨）

大欖都 2425 大欖 ・小欖 ・古鎮 ・

海洲
・
曹歩

黄圃司巡検 〃 小黄圃 黄旗都 45512 大黄圃 ・小黄圃 ・潭洲

黄梁司巡検 清雍正 9 年 斗門墟

（黄梁土 城）

黄梁都 221 ア 194 乾霧 ・三 竃 ・濠涌 ・高瀾

淇澳司巡検 〃 乾隆34年 淇澳堡 四字都 1

大字都 5 南莇 ・崖 口

恭常都 332225 上柵 ・下柵 ・唐家 ・淇澳

県丞 明洪武年 間 県城→

　前山寨

　　→ 望厦

恭常都 55 翠微 ・南屏 ・山場
・

前山 ・
長沙壗

・
澳門

・

望廈

主 簿 〃 　 　 嘉 靖

年間 に 廃 止

県城

香山場塩 課

司大使

明洪武年間 山場 → 三竃

河泊所官 〃 県城外

主 とし て 道光 『県志』巻 二 ，輿地下 ，都里，及び同書巻 二，建置，公署 に 基 づ き，『広東図説』 （同治

年 間刊 行〉他，各時 期 の 『県志』を参照 して作成 。図数 ・街村数欄 の 左欄 は 明嘉靖 年間 （嘉 靖 『県志 』

巻
一
，風 土 志 ，坊都） の ，右欄 は 道光年間 の も の。黄梁 司 巡 検 と淇澳司巡 検 は県 城 に僑寓 して い る 。

所有地がある香山県各都 の い つ れか の 図 （里） に付籍 して税糧 を納 め，里 甲の 役 に服す る こ と

にな っ て い たの に ， 4 県の 大業戸 は勢力を恃んで 税役をの が れ ，その ぶ ん香山県各都の 里 甲に

重い 負担が か か っ た ため
，

上 記の 3 都 を別 に設 け一 都 は普通 ， 都域 を有 して い る が，こ の ば

あ い 都域は現実にはない
一

そ の もとに計 9の 図 （里 ）を開設 して 4 県の 業戸 に税役 を負担 さ

せ よ うと した もの で ある 。 しか し， 「後其里 甲相党 ， 無
一

名赴県着役」， 即ち ，
こ れら他県籍の

業戸 たちは ，ぐる に な っ て 誰 も香山県 の 里 甲の 役に は つ か なか っ た 。 嘉靖 『県志』 は ，こ の よ

うに他県籍の 業戸 漏 寄荘戸 の た め に 特別の 都 ・図 （里） を設 けた こ と に つ い て
， 「蓋天 下 郡邑

所無也」と記 して い る が，こ の ようなこ とが生 じたそ もそ もの 原因は香山県立県の 由来に あ る
，

と考 えられる 。 立県当時県城が置かれ ， 香山県 の 主領域 をな して い た香山島は，その 大部分が

五桂山と鳳凰山に よ っ て 占め られ てお り，人々 はそ の 山麓に拠 っ て 塩 業や 漁業に 従事 して い た 。

こ れに，もともと番禺 ・南海 ・新会各県に所属 して い た島々 を割い て加えたので あ り，こ れ ら

の 島々 ＝ 沙州は
， 既 に 各県 に 居住 する宗族や業戸 に よ っ て 開発 の 先鞭 がつ けられて い た か ら，

香山県 は，最初か ら県域内に他県業戸の 所有地 を抱え込ん で い た わ けで あ る 。 なお
，

こ の なか

に順徳県が 含まれ て い ない の は
， 香山県立県当時 ， 順徳県は まだ存在しなか っ たためで あ る 。

樹
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　川勝守氏が，嘉靖 『県志』巻二 ，民物志，田賦の 嘉靖二 十一
年 （1542）の統計に よ っ て計算

した結果 に よる と
， 香 山県全県 の 田地山塘総面積は 約5857頃 ， 秋糧総額 は約 22700石 あ り，そ

の 内，順徳県寄荘戸 の 税額が 19．6％ ， 同 じ く新会県が ll．6％ ， 番 禺 ・南海両県が あわせ て 4．4％

とな っ て お り， 4 県 を合計する と35．6％ とな り，
こ れ をそ の まま田地 に ス ラ イ ドする と， 全県

耕地の 4割近 くが他県 業戸の 所有地 とな り， 香 山県 に 入 るべ き税 額の 35．6％ が他県業戸 に依存

して い た こ とが わか る 。

  香山県地方権力は ，当初か ら
，

土地 に対す る支配権 ・徴 税権 の 行使

を大 きく制約 され て い た，と い えよう。

　な お
， 澳門は香山県立 県当時 か らそ の 境域内 に あ っ たが

， 明嘉靖 年間 （1522〜1566）以 来 ．

ポ ル トガ ル 人が居住する ようにな り，明朝は前山塞 を設置して官兵を駐留 させ た 。 清代 に は い

り， 澳門を専管 させ るた め，それ ま で 県城 に 駐在 して い た香 山県丞 を先ず前山塞 に （雍正 八

年 ・1730），つ い で澳門北 部の 望厦村に （乾隆八 年 ・1743），移駐 させ た 。 さ らに翌 年か ら清朝

は
， 軍事 ・行政 ・司法な ど広 い権 限を有す る澳門海防軍民同知 を前 山寨 に駐在 させ て ，香 山県

丞 をそ の 管轄下 に入 れ ，澳門管理 を強化 したが ，道光二 十九 年 （1849），ポ ル トガ ル は望 厦村

を含む澳門半島 を占領 ， 光緒十三年 （1887）， 澳門は ポ ル トガ ル に割譲 された 。

 

　 （3）櫨市 ・書 院

　珠江デ ル タの
一般 的趨勢と して

， 清代中期 ＝ 乾隆 ・嘉慶期 （1736〜1820）に 商品経済が 大 き

く発展 し墟 呀 ）市が 著 し く増加 した こ とは
， す で に指摘 され て い る とお りで あ り， 香山県 も

そ の 例外で はな い 。

 

　表 3 に 示 した とお り，香山県 にお け る墟市は，乾隆 『県志 」編 纂時 （1ア50）まで 10前後で 推

移 して い るが
， 道 光 『県 志』編纂時 （1828） に は32に 増 えて い る 。

  とは い え こ の 数 は
， 南

海 ・番禺
・
順 徳 ・新 会な ど の 諸県 と くらべ る と格段に少 な い 。 また ， 同時期 に，南海県 の 佛

山 ・順徳県 の 陳村 ・新会県 の 江門 ・東莞県 の 石龍 な ど，デ ル タ各県 に は それぞ れ県内物資の
一

大集散地一 商業重鎮 が形成 され て い たが ， 香 山県に はそ れ が欠 けて い た 。 都 の レ ベ ル で み る

と ，良字 ・得能両 都 は 墟 市 が皆無 で あ り， 四 字 ・黄旗両 都 もそ れ ぞ れ ，光緒期 （1875〜

1908） ・道光期 （1821〜1850）まで墟市が形成 され て い な い 。 大字 ・谷字 ・恭常 の 3 都は
， 清

末 に至る まで ほ ぼ 各時期 1 〜 3 の 墟市 を有 して い る。そ の うち大字都は，明代 か ら清宋 まで

500年以 上 にわ た っ て た だひ と つ の 櫨 ＝南莇墟 が都内の 全市場 を独 占する形で 続 い て お り， 谷

字都は平嵐墟 ・
雍陌墟 ， 恭常都は下柵墟 ・

長沙墟 が清初か ら清末 まで ほ ぼ独 占的な地位を維持

して い る 。 乾隆 ・嘉慶期 （1736〜1820） にあ らた に生 まれ た墟市 の 大部分は
， 県城 （仁厚坊）

と大欖都に集中して お り，
これに つ い で ， 乾隆期 まで 墟市が 皆無で あ っ た黄旗都に 2 ， 同 じく

斗門壙 ひ とつ しかな か っ た黄梁都 に 6 の 墟市が 生 まれ て い る 。 即 ち ， 道光期以 降の 墟市 の 急増

とい う変化は県城と県北 部の 沙田地帯大欖都 ・黄旗都お よ び最南端の 黄梁都に ほ ぼ 限定 され て

お り，
こ れ以外の 地域は

， 墟市の 数 とい う点か ら見 る限 り道光期以 降 もほ と ん ど変化が な い
。

　次に
， 香山県 に お ける 書院 ・社学 ・義学の 沿革をた どっ て み る （表 4 参照 ）。嘉靖 『県志i

巻四 ， 教化志 ， 社学に は県城内に 「社学大館」， 県城内外に 東門 ・東隅 ・蓮峯 の 3社学 が設 けら

れて い る とあ るが ，康熙 『県志』に はそ の 記載が な く，乾隆 『県志』 に豊山書院が 登場す る 。

豊山書院は，乾隆十三 〜十五 年 （1748〜1750） に，知県が鉄城義学 （康煕三十一
年 ・1692創 設）

を増改修 して 豊 山書院 と名 を改め た もの で
， その経費 に は歴代の 知県が支給 した 田産か らあが
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表 3　 墟市一
覧

嘉靖 「県志 』 康 熙 『県志 』 乾隆 『県志 』 道光 『県 志』 光緒 『県志』

仁厚坊 南門市 ・所前

市 ・塹頭市 ・

東門

南門市 ・教場

石 岐市

石岐 ・沙岡 県前街 ・西 （＝南門〉・

新 墟 ・大 社 壇 ・沙

園 ・朔関
・万安街 ・

大井頭
・上基（以上市）

石岐 ・沙岡

道光 「県志』と同 じ。

良字都

隆　都 坑口
・
山仔 坑 口 ・

山仔 坑 口 沙渓 沙渓

得能都

四字都 欖辺

大字都 南莇 南莇 南莇 南莇 南莇

谷字都 水燉 平嵐
・
雍陌 平嵐

・
雍陌 平嵐 ・雍陌 ・墟仔市 平嵐 ・雍陌 ・墟仔市

（烏石 ・茅湾）

恭常都 下柵 ・長沙 ・

翆眉市

下 柵 ・長沙 下 柵 ・長沙 下柵 ・長沙

黄梁都 斗門 斗門 斗門
・
沙壟 斗 門

・
沙 壟 ・

南 文

（＝大涌）・茘山 ・五

堡 ・大赤坎 ・（石咀〉

大 攬都 行流市 行流市 行 流 ・
聚源 ・

難鴨 ・

廻 瀾
・泰寧 ・三 角 ・

大欖 （以 上市）

布行
・
下基 ・古鎮

道光 『県志』と同 じ。

黄旗都 南鎮市
・
崗頭市 南鎮市

・
崗頭市

（潭洲沙崗）

墟市数 9 12 10 32 37

各時期 の 「県志』輿地 t 墟市の項に基 づ い て作成。 注記 な く「市」を付 して い ない の は すべ て 墟 。 光緒

『県志』 の 欄で （）に 入 れ て あ る の は，民国 『続志』巻二．輿地，墟市に，光緒 「県志」編纂以後新

設 され た もの と して付記 さ れ て い る もの。

る田租があて られ た 。 田産の うち最大の もの は
， 乾隆八年 （1743） に取得 した 芙蓉沙の 沙 田10

頃 で ，そ の 他，概 して零細な多数 の 田地 を加えて計 23頃ほ どになる 。

’4」：

こ れ に続 い て 乾隆九年 ，

大攬都古鎮 に 景行書院 ， 同十 四年 ， 大欖 都小欖 に欖山書院，同十九 年，黄旗都 の 大黄圃と小黄

圃 に鼇山書院 と旗山書院 ， 同二 十一年 ， 谷字都の 平嵐 と雍陌 に桂 山書院 と東山書院 ， 翌 二 十二

年 ， 恭常都 の 翠微 ・前山寨 ・下 柵墟 に それ ぞ れ鳳池 ・鳳 山 ・金山の 3 書院，さ らに 二 十三 年，

隆都 の 坑 口墟に龍山書院が ，
い ず れ も知県の 首唱に よ っ て 設立され る 。 こ の 後 ， 乾隆末以 降大

字都 ・黄梁都 ・四字都 な ど に も書院 ・社学が設立 され るが ，こ れ らは「郷人」な い し「郷紳」の設

立 に なる もの が多い 。劉伯驥 『廣東書 院制度』 （中華叢書編審委員会 ， 1958） に よれ ば
， 清朝

は初め書 院の 設立 を禁止 した が ，雍正 か ら乾隆初年にか け て，人材養成機関 として書院の 設立

を奨励する方針に転換 した 。 その結果，乾隆以後，書院の 創設が相次 ぎ，書院の 性格 も科挙受

験 の ための 教育機関 と い う側面が強 まっ た 。 また
， 雍正 ・乾隆期 （1723〜1795）は 「官立」 が

多 か っ た の に対 し，咸豊 ・同治 （1851〜1874）以 後は 「私立 」の 書院が 増加 した ， としてお り，

こ の 趨勢 は香山県に もあて はまる 。
こ の 他 ， 道光七年 （1827）， 県城 と小欖に それぞれ崇義祠

と梯雲義学が建設 されて い る が ， その 実態 と書院 ・義学等が果 た した社会的機 能に つ い て は
，

後に 改め て 考察する こ とに した い
。

126

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

清代珠江 デ ル タの 地域社会　一 香山県の ばあい 〔上）一 7

表 4　 書院
一

覧

書院名 設立地 設 立 時期 設立首唱者 公産概数

都 村落等

豊 山書院 県城 康熙31年 知県 23頃余

景行 〃 大欖 古鎮 乾隆 9 年 「里人」

欖山 〃 〃 小攬 〃 14年 知 県首唱

「郷人」捐建

芙蓉沙等15頃鴨埠 3 ヵ所

鼇山 〃 黄旗 大黄圃 〃 19年 知県 ll8畝
旗山 ク 〃 小 黄圃 〃 〃 浪傘沙 田400畝

桂山 〃 谷字 平嵐 ク 21年 〃 530畝 。 道光 8 年現在消滅

東山 〃 ク 雍陌

→ 東墾 〃

〃 400畝。道光 8年現在消滅 。

鳳池 〃 恭常 翠微 〃 22年 〃 水坦 100畝→潮 田40畝
鳳山 〃 〃

・
前山寨 〃 〃 50 畝

金山 ウ ウ 下柵櫨 〃 〃 アo畝
龍山 〃 隆都 坑口墟

→豪免

〃 23年 〃 40畝 。 公金 か ら毎年銀100円を支出 。

黄梁都郷学 黄梁 土城内 〃 28年
崑山社学 大欖 海洲 〃 43年 生員等が移築

古鎮社学 〃 古鎮 〃 51年 「郷 人」 巡 撫 が官坦を，知県が 鴨埠 を撥帰。

雲衢書院 大字 南莇墟 嘉慶13年 四字大字両都公建 知県が 長豊囲の 魚利を撥帰 。

潭山 ク 黄旗 潭洲 ク 20年 「郷人」

悦 山 〃 ク 黄角 〃 21年 知県 300畝
三 山 〃 黄梁 三 竃 〃 23年 「郷人」 150畝

澄瀾 〃 〃 土 城外 道光 2年 黄梁司 巡 検首 唱

紳士 捐建

500畝

天衢 〃 〃 龍帰寺前 〃 　 3年 ク

曹渓 ク 大欖 曹歩

佑賢 〃 〃 小欖 〃 　9年
潭洲義学 黄旗 潭洲 咸豊 2年 「郷紳」

鳳岡郷学 黄梁 〃 　 8年 ク

卓山書院 隆都 大涌 ・大嵐 同 治元年 ク

萃華書塾 恭常 那洲東塾 〃 　 3年 邱 ・容等8姓同建

煙洲書院 良字 長洲 ク 12年 「郷紳」

欖江義学 四字 欖辺殪 ウ 〃

毓秀書院 大字 石門 〃 13年 〃

東翹義学 四 字 小隠 光緒ア年 〃

道光 『県志』巻 二 ，建置， 学校，及 び光緒 「県志』巻六，建置，学校 ・同書巻七 ，経政，学制に基 づ い

て 作成。
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E　 地域経済

　 （1）概況

　香山県住民の 生業に つ い て ，嘉靖 『県志』巻
一
，風俗は，

　　惟事農圃不務工 商 ， 土曠人稀 ， 生理鮮少 ， 家無百金，取給山海 田園 。 貧者佃富人之田 ， 服

　　其力役 日入倩 ， 謂田主 日使頭 ， 自称 日田客 。 其後反以佃戸之首為使頭 ，
以 別於田主 。 織縫

　　貿販東莞之民也 ， 耕獲版築新会之民也 ， 斧斤木石順 徳之 民也 ， 皆顧 （催 ）覓為之 ， 無務工

　　商者 。

と記 して お り，香山県 は 人口 が希薄で，県民 は 専ら農業 に従事して お り，紡織 や土 木，商販な

どは 隣県の 東莞 ・新会 ・順徳の 人 を雇 っ て や らせ て い る
，

と い う。
  康熙 『県志』は こ の 記述

を ほ とん どそ の まま引い て い る 。 乾隆 『県志』 もほ ぼ こ れ を踏襲 して い るが ，た だ「土 曠人稀，

生理鮮少 ， 家無百金」の 部分が ， 「昔則土曠 人稀 ， 生計全無 ， 今則民繁地瘠 ， 家鮮餘資」と変わ

っ て お り，最後の 「無務工 商者」の 5 文字が 削除 され て い る 。
こ れ は清初か ら清中期の 間に香山

県で も人囗 が増 加 した こ と
，

工 商業が ある程度発達 した こ とを示 して い る 。 道光 『県志』の 風

俗 に つ い て の 記述 は極めて 簡略で ，顕著な変化 を示す記述はみ られな い
。 光緒 『県志』に なる

と， 巻五 ， 輿地下 ， 風俗 に

　　邑惟南郷人多商於外 ， 餘則専恃田産 。 邑城富者置田 ， 貿易非所長。 村落小民概業於耕。 故

　　農傷則挙 邑疲弊 。

………

とあ っ て
， 県南部の 人 々 の 多くが省外 ・海外 に 出て 商業に従事 して い る とい う記述 が 初め て あ

らわ れ るが
，

しか し香山県全体 として は
，

光緒 期に な っ て もなお専 ら田産 に恃む状 況に あ っ た

こ とが うか が える 。

　上 流 デ ル タに位 置 し ， 開発の 歴史が古 い 南 海 ・順徳 （立県は香 山県 よ り遅 い が もと もと南

海 ・新会両県 に属 して い た）な ど に対 し，後発の 香山県は
， 次 に 見る よ うに西 海十八 沙 ・東海

十六 沙 とい う広大か つ 肥沃 な沙田地帯 を有 しなが ら
， その 県等 は長期 に わた り「下等県」に 属 し

て い た 。 南海 ・順徳な ど の 上 流デ ル タ地帯で は ，明代すで に稲田の 「果基魚塘」「桑基魚塘」へ の

転換が 始 ま り， 清代乾隆 ・嘉慶期 （1736〜1820）以後 ， 養蚕製糸業の 興隆 と歩調 をあわせ て 稲

田 の 「桑基魚塘」化が一段 と進行 した 。
  南海県九江堡で は，道光期 （1821〜1850）になる と「境

内有桑塘無稲田」と い う状況に な り，
これ に伴 っ て 「香 山新会産米之区」が上 流「桑基魚塘」地帯

へ の 米穀供給地 として 位置づ け られる こ とに な っ たの で ある 。
  道光 『県志』巻二 ，輿地下 ，

物 産に

　　絲小欖黄圃諸郷養蚕抽繭售於各處，不 自織也 。

とあ り， 香 山県で も道光期 に は小欖 ・黄圃な どで 養蚕 ・製糸が行 われ て い た が ， 『農業志』 に

よる と，咸豊年間 （1851〜1861）以前は香山県の耕地の 大部分が稲田で ， 小欖で も「桑基魚塘」

は僅 かで あ っ た
，

とい う。 咸豊 ・同治か ら光緒期 に かけて （19世紀後半）広東製糸業 は飛躍的

に 発展す る 。

  『郷土志』巻十 四 ， 物産 ，
に

　　絲 繭小欖黄圃諸郷素多 。 古鎮曹歩業之不 過三 十年 ， 頗得利。
………邑紳鄭藻如嘗倡辧此

　　業於濠頭港 口 。 今濠頭已無 ， 港 口尚有之 ， 然不能旺 。

とあ り， 同書 ， 巻十五 ，商務 ，
に

　　欖都繭市歳入百余万両，黄圃繭市獲利亦豊 。
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とあ っ て，以前から製糸業が行わ れて い た大欖都小攬
・
黄旗都黄圃に おける繭市の 盛況 に加 え ，

30年前即 ち光緒年 間 （1875〜1908）か ら古鎮 ・曹歩 （共 に 大欖都） で も製糸業 が興 っ た こ と，

また鄭藻如が 濠頭 （得能都）と港口 （良字都）で 製糸業を興 したが ，あ ま り発展 しなか っ た こ

とな どを伝えて い る 。 鄭藻如は濠頭の 人で ，咸豊元年 （185D の挙人，洋務派官僚で ある 。 民

国 『県志』巻十一
， 列伝 ，

に

　　致仕家居 ， 以邑中蚕桑棉茶之利未溥 ， 購種散給居民 ， 教以飼畜種植諸法 。 本邑之有実業，

　　藻如称先導焉 。

とあ り， 退官後 ， 郷里で 実業振興 を試み た こ とがわかる 。 （鄭藻如 に つ い て は後出）

　 『農業志』に よる と，香山県で も糸価高騰 の刺激を受けて よ うや く稲田 の 基塘 へ の 転換 が進

ん だが ， 「種桑」が中心で 「養魚」は重視 され なか っ た
，

とい う。

　蚕桑業以 外で は
， 道光 『県志』巻二

， 輿地下
， 物産に

，

　　綿布　郷人種吉貝棉花 ， 織成 白蠱 ， 南莇 各郷為之 ， 号甫莇機 。

　　麻布　婦女績麻雙絲細縷織成者号家機，自服不以售人 。

……其良字 ・得能 ・四大都所織較

　　　　　粗，售於各處，号放機 ， 小欖 所織較細密 ， 号小欖機 ， 古鎮所織青紗 ， 号古鎮機 。

とある 。 光緒 『県志』は
， 道光 『県志』 の 叙述 を その まま引い て い る が ，『郷 土 志』巻十四 ，

物産は
， 「綿布……号南莇機」の 後 に

， 「頗通行 。 近 日谷都大布村 ， 有購機設厰彷製東洋布」と続

け ， 「麻布……号小欖機」の 後に，「有運 售南洋者」と続けて お り，清末 には大字都南莇が 綿布

の
， 良字 ・得能 ・

四 字 ・大字の 各都 と大欖都 の 小欖 ・古鎮な どが 麻布の 産地 と して 知 られ て い

たこ と，と くに小欖 の 麻布は南洋 ＝東南 アジ アに輸 出されて い た こ とがわか る 。 しか し， 香 山

県で は
， 新会県に おける葵扇業の ような，全国的市場 を有する特産品は なか っ た 。

　 （2 ）沙田

　　 （i）　 東海十六沙

　東海十六沙 は黄旗都に属 し， 県城 石 岐の 東北部に広が る沙田地帯 を指す 。 16の 大 きな沙坦 と

その 子沙か らな り， 西は大欖都の 西海十八沙 ， 北は順徳県の桂洲 ・容奇両堡 と境 を接 して い る
。

 

面積は 嘉慶期 （19世 紀初）に 2100余頃 ， 民 国初期 （20世紀初）に は 4600余頃 とな っ た 。 道光 五

年 （1825）現在の 全県耕地 面積が 12387頃   で あるか ら，当時すで に そ の うち の 16％強が東 海十

六沙 （子沙 を含む 。 以下同 じ） に あ っ た こ と に なる 。

　 『農業志 』に よる と，東海十六 沙がほ ぼ 陸地化 した の は 明末の 頃 （16世紀後半〜17世紀前半）

で ある 。 明代 から清初に か けて番 禺 ・南海 ・新会 ・順徳 など各県 の 宗族や業戸が東海沙田の 取

得，造成 に の りだ して い た 。 前述 の とお り香 山県の 全耕地 の 4割近 くが他県業戸 の 所有 地で あ

っ たが ， その 多くが東海沙田 に あ っ た と推定 される 。 ただ こ の こ ろ の 沙田 は
， ある程度沙坦 の

陸地化が進 む の を待 っ て造成 したか ら，沙田増加の 速度は 比 較的緩慢で あ っ た
。 また，陸地 化

した と い っ て も当時の 沙田 は一般的に 「潮 田1で あ り， 「毎 日潮長 ， 則 田在水 中」とい う状 態で あ

っ たか ら
， 東 海十六 沙北部の 地 勢の や や 高い 大黄圃 ・小黄圃 ・潭洲 な どを除 き

， 東海十六 沙へ

の 農民 の 定住，村落 の 形成 は遅れ，嘉靖 『県志』 ・康煕 『県志』 と もに黄旗都内 の 村 は大 黄

圃 ・小黄圃 ・潭洲 ・古鎮 ・黄旗角の 5 村の み
， 乾隆 『県志』で は古鎮が 大欖都 に移 され て い る

の で 4 村 しか 挙が っ て い な い
。 しか し，道光 『県志』になる と古鎮 も加えて計12村，光緒 『県

志』で は14村挙が っ て お り，乾隆 ・嘉慶期 （1736−−1820） に東海十六沙全域 に多 くの 村落が成
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立 した こ とが わか る 。 さら に 民国元年 （1912）刊 『東海十六 沙紀実』（以下 『紀実』と略記）

に な る と
，

　　東海沙所，除原有之十五 村郷外，其余各沙因農成村因村成市 ，
已成村場者数十沙 ，

已 成墟

　　市者十余沙 。 其墟市之最大者為坡頭沙之南頭墟 ・浮墟沙之浮墟市 ・牛角沙之抱沙墟 ・白鯉

　　沙之沙欄墟 ・大鮗沙之大鯉墟，均摩肩接踵，攘往熙来 。 其村場亦雲連櫛比，大有成都成邑

　　之勢。

とあ っ て
， 光緒か ら民国初 に か けて 村落があ らた に 数十沙で 成立 し，嘘市 も乾隆 『県志』編纂

当時 まで皆無で あ っ たの が，道光 『県志』で は 2，民国初期に は 10余に増加，規模 も大 きく膨

れ上が っ た様子が うかが える 。 以上の ように，東海十六沙の 沙 田開発 は明代 か ら始 まっ て い た

が ，村落 と して 発展 し始め る の は，乾隆期以降の こ と で ある 。

　 とこ ろで 沙田は
，

一般 に集落か ら離れて お り， 監視の 目が届か な い の で警備 の 手段を講じる

必要があ っ た 。
こ の た め 『紀実』 に よれ ば

， 康熙十二 年 （1673）， 大黄圃の 「耆民」劉本銘 ・

何皆 ・孔興発 らが首唱 して 沙夫を設 け る こ とに し， 知県 の 批 准を得 ， 沙牌の 発給を受け た
。 さ

らに 同五 十
一

年 ， 大黄圃 の 厳晋蕃 ・王其恭 ，
小 黄圃の 林遠祥 ， 潭洲 の 楊保泰らが 東海十六 沙お

よび付近各 沙 の 農民 を糾合 して 捕費 を徴収 し，「設勇護沙」する こ と を決め
， 知県を経て 両広総

督の 批 准を得た，と い う。

　民国 『県志』巻三 ，輿地 ， 氏族に よる と
， 清初 に大黄圃 ・小黄圃 ・潭洲に 定住 して い た と推

定 され る族姓は
， 大黄圃の劉 （異宗の 3族）

・何 （同 じ く2族 ） ・孔 ・王 ， 潭洲 の 梁 （同 じ く

3 族） ・楊 （同 じく 2族）等，20を超える 。 そ して こ れ ら20数族 は清末 まで その 地に住 み続け

た 。 康熙年 間 （1662〜1722）に 沙夫 ・沙勇創設 を主導した と い う大黄圃 の 劉 ・何 ・孔 ・
厳 ・王 ，

小黄圃 の 林，潭洲 の 楊 の うち，大黄圃の 厳 と小黄圃 の 林 の 2 姓 は こ の 20数族 中に含まれ て い な

い が ，小黄圃の 林 に つ い ては，明初 に小黄圃か ら林姓の 挙人が 出て お り，道光 『県志』編纂 に

際 して の 簽助者名 簿に も 2 名林姓の 名 （資格 は職員 と監生）がみ えるか ら， 清初の 小黄圃に も

林族 は い た の で あろ う。
つ ま り清初 の 頃，黄旗都内の 沙田 の うち，大黄圃 ・小黄圃 ・潭洲な ど

の 村落周辺 の 沙田 の 警備 は
，

こ れ ら村落 にすで に定住 して い た 20数族 が ， 劉姓 ・林姓 ・楊姓 ら

の 「耆民」主導の もとに共同 して沙夫や 沙勇を雇 っ て行 っ て い た 。 お そら くこ れ ら沙田 の 規模 は

さほ ど大 きくはなか っ た で あろ う 。

一
方 ， 村落か ら遠 く離れ ， 他県や 他地域の 業戸が所有す る

沙田 で は ，各沙ご と に 業戸 が共 同 で 沙夫頭 を募 り，沙夫頭が 船 と武器 を備え，配 下 の 沙夫を雇

っ て 警備 に あた っ た 。 『紀実』 に よれ ば
， 香山県は康熙十二 年 （1673）か ら沙牌 の 発給 を始 め

た ようで あ り，順徳県 の 大業戸龍廷槐 も 「擬照舊雇募守沙議」に，康煕年間か ら沙夫は各沙ご

と に大業戸 が選任 して香山県か ら印牌 の 発給 を受け，牌規 を上 納する よ うに な っ た，と記 して

い る か ら，清初康熙年 間以降，東海沙田の警備に香山県当局が 介入す る ようにな っ た こ とは確

か な よ うで
，

こ れ に よ っ て 香 山県は多額 の 牌規銀 を確保 したわ けで ある 。 業戸の 側か らい うと
，

東海十六 沙の 沙夫選任権 と沙牌業務は結局，嘉慶八年 （1803）以降，順徳県容奇 ・桂洲両堡の

紳士 ＝ 容桂 紳士 に よ っ て 独占 され る こ ととな り， さらに成豊八 年 （1858） に開設 された順徳 団

練総局 の付 設機関で ある東海護 沙局 に引 き継が れ た 。

　 旧稿で は ，なぜ 順徳県の 容桂紳士 ，つ い で大良紳士 （順徳県 の 県城所在地大良堡の 紳士 ）が

東海十六沙の 支配権を掌握 し得たか
，

と い う観点か ら分析 を試 み た が ， 本稿で は逆に
，

なぜ香

山県の 業戸 ・宗族 ・紳士 たちは自県の 領域で ある東海十六沙の 支配権を隣県の紳士 に奪われ た
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か
，

とい う観点か ら考えて み た い
。 ただこ れ は

， 本稿の 主題その もの に 関わ る問題で もあ る の

で ，
一応 の 結論は後に述べ る こ と と し，こ こ では ，大黄圃 ・小黄圃 ・潭洲 は

， 定住 の 歴 史が古

い に も拘 らず ， 清初か ら嘉慶期 （1796〜1820） に 至 る まで 紳士 は ほ とん ど出て い な い
一 大黄

圃か らは乾 隆五 十三年 と五 十四年 （1788・1789）に 王 天 叙 ・天 礼兄弟が
， 嘉慶十二 年 （1807）

に劉三 謨が挙人に合格 して い るが，潭洲か らは道光十九年 （ユ839）に孔継貞が初め て挙人 に合

格する まで 挙 人は
一

人 も出て い ない一 こ と を指摘する に止め て お きたい 。

　　 （ii）　 西海十八沙

　西海 十八 沙は東海十六沙の 西側 に あ り， その 北端 に大欖 ・小欖 があ る 。 西 は新会県 ， 南 は 隆

都 と境 を接 して い る 。 東海十六 沙に つ い て は，『紀実』や龍廷槐の 記述 な ど に よ っ て ，沙名 ・

全体の 面積 ・警備 の 実態 などがある程度つ か め る が ， 西海十八 沙に関 して は文献 に ほ とん ど記

載が な い
。 『農業志』が小欖鎮の 老人 か らの 聞 き取 り調査に基づ い て 18の 沙名 を列挙 してお り，

こ れ を民国 『続志』巻
一

， 図の 〈欖鎮図 〉 と重ねて み る と
， 北部 の 大欖 ・小欖 ・海洲

・曹歩
・

古鎮な ど の 村 ・鎮を除 く大欖都の 大部分が 西 海十八 沙で 占め られ て い る 。 同 じ く 『農業志 』 に

付す 〈珠江三 角州成沙範 囲示意図 〉 で み る と
， 面積 は西海十八 沙の ほ うがや や小 さい ように み

える 。 しか し陸地化 した の は西 海十八 沙 の ほ うが 東海十 六沙 よ りも早 く，沙田 開発 の 歴 史は香

山県内で は最 も古 い
。

　明初 （1368〜）， 香山県 に は広州右衛 ・広州後衛 ・広海衛 3 衛 に属す る計 9 の 千戸所 と香 山

守禦千戸所が 置か れ 各千戸所 の 下 に総計約 500頃 の 屯 田が設 けら れた が ，こ の うち広州後衛 の

左 ・右 ・中 ・前 ・後の 5 千戸所 と広海衛 の 右 ・中 ・前 の 3 千戸 所に 属す る 計 400頃余が小欖 ・

大欖 ・古鎮 に，広州右衛前千戸所 の 屯 田約45頃が大黄圃に設け られて い た 。 即ち，香山県の 屯

田の 大部分 は大欖都に設 け られ ，屯田兵が初期の 西海十八 沙開発の 重 要 な担 い 手 とな っ た 。

「
1昼

こ れ らの 屯田 は清代 に もひ きつ がれたが ， 雍正三 年 （1725）に衛所が廃止 され ， 衛所 に付 設 さ

れ て い た屯 田 はす べ て州 県の 管理 に帰す こ ととな っ た 。 さら に咸豊 六年 （1856）か ら同治年間

（1862〜1874） に か けて
， 屯田 は民間 に払 い 下げ られ ， 私有地 と な っ た が ， その 際．屯田 の 原

佃戸 に買 受 の 優先権が認 め られ た 。 か れ ら屯 田 の 佃戸 は 富裕な地 主層 で あ っ た か ら ，
こ の 屯 田

払 い 下 げは
， 大地主 ・有力宗族 の 大土 地所有 を

一
層推進する こ と となっ た 。

 

皿　宗族 と郷 紳

　 （1）概 況

　まず，県内全域 に宗族お よび郷紳が どの よ うに分布 して い た か をみ て お きた い 。 民国 『続志』

巻三
， 輿地，氏族 は，県内全 域 の 計 450余の 宗族 に つ い て ，始祖 また は始遷祖の 前住地 ・移住

後の経過世代数 ・族人数などを記載 して い る 。 表 5 は これに基づ い て作成 した もの で ある 。

　民国 『続志』の 刊行は民国 12年 （1923）に な っ て い るが ， 記述 中 に 「本朝」「国朝」の 語がみ ら

れ る こ とか ら，調査は 清末に始め られ た の で あろ う。 県内全域 にわ た っ て は い る が ，全宗族を

網羅 した もの で は ない
。 族譜が残 っ て い る の に こ こ に記載され て い ない 族 もあ る

。 大欖都の 宗

族fal81に 対 して 県城 （仁厚坊）の 23は少なす ぎ
， 特に 清代 に 入 っ て か ら の 移住者が ほ とん ど

ない の は不 自然で ある。後に検討す るが，大欖都 は清末 におい て も地域社 会の 指導層が都内 の
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諸事情を よ く把握 してお り，調査が行 き届い た結果で はある まい か 。 そ の ほか 全体 につ い て い

える こ とで あるが ， 始祖名 と始遷祖 名 とが混在 して お り， 経過世代数 も移住後の 世代数なの か
，

始祖 か ら数 えた 世代数な の か 不明確な もの が あ る 。 移住時期 に つ い て も，「宋宋」「洪武初」「嘉

靖間」等と明記 して い る もの もあるが ， おお くは世代数を記 して い るの みで ある 。 そこ で ， 移

住 時期 を記 して い ない 族 に つ い て は世代数か ら移住時期 を換算 して 示 した 。 換算方法は
，

一
代

約22〜23年 と して一 「歴四百年世伝十八代」と記 して い る族が ある一 清末1900年か ら逆算 し

た
。

た とえば
， 移住後20世代を経た族 は約 450年前 ， 即 ち 1450年頃 ， 25世代 を経た族 は約550年

前 ， 即 ち 1350年頃移住 して きた と推定 され るか ら
，

移住後20〜25世代 を経た族 は
， 移住時期 を

明前期 と推定 した。世代数と移住時期 とを併記 して い る族 の なかには，例えば，「始遷祖文達

明正 徳戊寅 年，由香 山城北門外劉屋 巷遷居 上涌 ……現歴 十三代」 （恭常都上 涌村の 劉姓 。 正 徳

戊寅年は 1518年）な ど，こ の換算方法で は経過世代数と移住時期がかな りずれ る ケ
ースが ある

が
， その 場合 は原則 と して 明記 された 移住時期の ほ うを採用 した 。 ただ

，
た とえば次 の よ うな

ケ
ー

ス もある 。 小欖の李姓 は宋末に珠磯巷 から遷居 し，23代を経た，として い る 。 『李氏族譜』

に よれば
， 11世李孫宸が万暦四十

一
年 q613） に進士に 合格 して お り， 清末まで 12世代約290年

を経て い る か ら 1世代24年とな り， 上 記の 換算方式が ほ ぼ あて は まる こ とを確認 し得る 。
こ の

換算方 式に よる と李孫宸か ら10代前 の 始遷祖 は約240年前 ， 即ち明初の 頃移住 して きた計算 に

なる 。 こ の よ うに族譜 など に基づ い て
，

よ り確か な移住時期 を推定 し得る場合は補正 を加えた 。

表 5 　各都へ の 時代別移住宗族数

明 清 不明 合計
坊都 宋元

前期 後期 初期 中期 後期

仁厚坊 3 8 3 2 0 0 7 23

良字都 3 2 4 2 0 1 1 13

隆　都 8 12 13 ユ 2 0 6 42

得能都 2 2 3 0 0 0 2 9

四字都 7 10 11 2 1 0 4 35

大字都 1 1 0 0 1 0 1 4

谷字都 4 7 7 8 5 0 3 34

恭常都 6 7 8 1 3 1 1 27

黄梁都 1 6 8 6 15 0 10 46

大欖都 6 19 4335 5124 3181

黄旗都 1 8 13 2 13 0 3 40

総　計 42 821 ユ 359 9126 41454

　 こ の 表か ら，宋 ・元時代以来の 定住者が比較的多い の は隆都 ・四字都 ・恭常都 ・大欖都で
， 県城

（仁厚坊）は少ない こ と （前述の とお り県城 はそ もそ も総数が 少なす ぎる ）， 清中期 ＝ 乾隆 ・嘉慶

期 （1736〜1820）に移住 して きた宗族が 際立 っ て 多い の は
， 大欖都 ・黄梁都 ・黄旗都で ある こ とが

わか る 。
こ れ ら新参の 宗族 の い くつ か は「乾隆間業商於小欖因家焉」，

「嘉慶間来邑貿易遂家焉］な

どと記 されて お り， 先に「墟市」の項で 見た よ うに
， 道光期 （1821〜1849）以降，県城 ・大欖都 ・黄

梁都 ・黄旗都で 墟市が急増 して い る現象 とあわせ，その 多 くが商業に従事 して い た で あろ うと推

測で きる 。 なお，県城 （仁厚坊）に も墟市が増加して い る こ とか ら，商業人口の増加が予想され

る に もかか わ らず ， 清中期以 降の移住者が 0 に なっ て い るの は
， おそら く調査 もれ で あろ う。
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表 6　 科挙合格者数分布
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道光 『県志』巻 四，選挙表 ・光緒 『県志』巻十
一
，選挙表 ・民 国 『続志』巻九，選挙表，に よ っ て作成 。

133

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

14 西　川　喜久子

　つ ぎに科挙合格者の 県内分布 と変遷 を示した の が 表 6 である 。 明清両代を通 じて の 総計 で み

る と
， 進士 ・挙人 ・武進士 ・武挙人の すべ て におい て 大欖都が県城 （仁厚坊）を しの い で県内

最多で ある
。

ただ し，清初 まで は県城 と大攬都は ほ ぼ互 角で あ っ た一 明代 と清初順 治〜雍正

期 （1644〜1735）の 挙人数合計は
， 県城40， 大欖都32だが ，進士 は 大欖都が 3名多い

一
。 し

か し
， 大欖都で は乾隆〜同治期 （1736〜1874）に 挙人 と武挙人が急増 し県城 をし の ぐこ とに な

っ た 。 県城で も少 し遅 れて道光〜光緒期 （1821〜1908）に挙人 が急増 ， 武挙人 も増 加 し て い る

が
，

トータ ル で は大欖都が県城 をうわ まわ り，全県進士 の 37％ ，挙人 の 30％，武進士の 46％ ，

武挙人 の 52％ を大欖都が しめて い る 。 大欖都 と県城 に 大 き く水 をあけ られ て 挙人の 数で は恭常

都が 3 位 に ， 武進士 の 数で は隆都が県城 と並ん で 2位 で ある 。 恭常都で も光緒期 （1875〜1908）

に挙人 が 急増 して い る 。 大欖都 ・県城 ・恭常都の 3 ブ ロ ッ ク を除 く地域 は
， 科挙合格者の 数 と

い う点で は ，明清 両代 を通 じて大 きな変化を認め る こ とはで きな い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（待続 ）

註

  　香山県を主 た る対象と し た 研究 と して ，   清末香 山県 の 図甲制 （里 甲制）を分析 し広東省全体 の

　　中 に 位 置付 けた片山剛
「
清末広東省珠江デ ル タにおけ る図甲制 の 諸矛盾 とそ の 改革（順徳県 ・香

　　山県）一 税糧
・
戸籍 ・

同族一
」

『中国近代史研究』 第 4 集，1984，（2｝香山県全体を移住民社会

　　 の 秩序形成 の 視 点 か ら考察 した 蔡志祥
「
華南地域社会論

一
定住権 を中心 と して 」

「
周縁 か らの

　　歴 史』 （ア ジ ア か ら考 え る 〔3〕）， 東京大学 出版会 ， 1994， （3）小 欖鎮 の 社会 組織 と菊花会 を考察 した

　　田仲
一

成
『
中国郷 村祭祀研 究 』 第三 篇第四章 「

香 山県小欖鎮 菊花会建醵祭祀 」，東京大学出版

　　会，1989，及 び （4＞蕭鳳 霞 「文化活劫与区域社会錏済的友展一美于小欖菊花会 的考察」 叶量恩主

　　編 『清代社会 祭済研 究』，中隼書局 ， 1992， な どが あ る。

  　全 15巻。編著 者 ・編纂時期 共 に 記載 が な い が
， 記事 の 内容 か ら， 編纂時期 は 民国初 と推定 さ れ

　　 る。中国科学院図書館所蔵の孤本 を1988年に 中山市地方志編纂委員会・h・公 室が複印，校点 を付 し

　　て刊行 した もの が ある 。

  　以上 の 叙述は主 として ， 佛 山地区革命委 員会 《珠 江三 角洲衣並志 》蝙写組
『珠江 三 角洲衣並志 （初

　　稿）』 （以下
『

農業志 』 と略記）（1）「
珠 江 三 角洲形成友育和升炭 史」，

1976，に 拠 っ た。

  　各時期 の 県志及 び 《中山市房代行政区戈1亅》編輯姐 『中山市房代行政区戈li』 中山市地方志編纂委員

　　会亦公 室，1992，に よる 。 各時期 の 「県志 』
「都里 」 の なか で は道光 『県志 』 が 最 も行 き届 い て お

　　 り
一

光緒
『
県志 』 は道光

『
県志 』 をほぼそ の まま再録 して い る　　 ， 本稿 が 考察の 中心 にお い

　　 て い るの は 道光
〜

同治期 （19世紀 中葉）で もあ る の で ，以下，道光
『
県志 』 の 都名を用 い る こ と と

　　する。『中山市厨代行政区戈IJ』 は，道光七年に仁厚坊 と良字都，四字都 と大字都が それ ぞれ合併

　　 し ， 仁 良都 と四 大都に ， 谷字都は 谷都に ， 大欖都は欖都に 改ま っ た と して い る。道光
『
県志 』巻

　　
一，輿 地上 ， 図説 の 絵図 の タイトル に 従 っ た もの と思 われ るが ，絵 図 の タイトル は

“

仁 良両都 合

　　図
tt　‘‘

四 大 両 都 合図
”

な ど と な っ て お り，「
都 里 」

「選 挙表 」 で は 仁都 ，良都，四 字都，大字都 な ど

　　 と分 け て い る の で，表の 如 く し た。

　　大欖都所属 の 村に つ い て 。 古鎮は ， 嘉靖 『県志 』
・康熙 『県志 』 ともに 黄旗都所属 ， 乾隆

『
県志 』

　　は大欖都所属 とし，道光
『
県志 』 は康 煕

『
広東通志 』 と康熙

『県志 』 に従 っ て黄旗都 に い れ て い

　　 る。海 洲
・
曹歩 は ，乾隆

『
県 志 』 で初め て 登 場する村で，大欖都所属に な っ て い る。李邏 通 『曹

　　古海沿 革与今 日風貌 』 （『中山文史』 第26輯），1993，に よ る と，古鎮 ・海洲
一

帯は立県以来清初 ま

　　で黄旗都所属で あ っ た が
， 雍正 三 年に大欖巡検司 （香山司）が 大欖 ・小 欖 ・古鎮 ・海沙1ト 帯 の 政務
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　　 を管轄する こ とに な り ， 乾隆初年に古鎮 ・海洲 は大欖都所属 と な っ た 。 道光初年に は大欖 ・黄旗

　　両都 に 分属 し（海洲 ・曹歩 は 大欖都 に ， 古鎮 は 黄旗都 に 所属 ）， 光 緒年間 に 正 式 に 古鎮
・
海洲

・
曹

　　歩 3 郷 （村）の 呼称 が 生 まれ，3村 とも大欖都 （欖鎮）所属にな っ た
， とい う。つ ま り，こ の 3 村が

　　 ある一帯は，清初 まで黄旗都に属 して い た が ，雍正 年間以降 実質的に大欖 ・小欖 と
一

体化 し，

　　大欖都の
一

部を構成する ように な っ た と考 えられ る の で ， 大欖都 に含め た 。大欖 と小欖の 関係に

　　つ い て ， 民国 14年刊
『
大欖梁 氏族譜 』

「
香 山県欖都考古紀要 」 に よれ ば，大欖都 の 西南部 を大欖，

　　東北部 を小欖 と呼 ぴ ， 初期 には大欖が 中心 であ っ た が，そ の 後 地形が変化 して しだ い に小欖 に移

　　住者が 集中する ように な り，小欖が 大欖都 の 中心 に な っ た と い う。

  註   の 片 山論文 。

  　順徳 県 は 明 景泰 三 年 （1452＞， 南海 県 の 東涌
・
馬寧

・
西淋 の 3 都 と新会県 の 北部 を割 い て 立県 し

　　 た。

  　川勝守 『中国封建国家 の 支配構造』，東京大学出版会，1980，220 − 222頁。

  　澳門に つ い て は ， ア ヘ ン 戦争以前 は ， 黄啓臣
『
澳 門歴 史 』， 以後は ， 郡開頌

『
澳 門歴 史』， 共 に ，

　　 澳門歴史學會，工995，参照。

  叶量恩
・
潭棣 ff 「

明清珠 江 三 角洲衣並商豊 化与牙 市的 Z 展 」
「
明清广奈社会 彡至済研 究』，广奈人 民

　　 出版社，1987，及 び 林和生
「
明 清 時代，広東の 墟 と市　　伝統 的市場 の 形態 と機能に 関す る

一
考

　　察一
」

『史林』 第63巻 第 1号， 1980， 参照。

  乾隆
『
県志 』 は墟市 の 項 を立 て て い ない の で ，巻

一，坊都 に 列挙 され て い る街村名 の うち
〜

墟，

　　 〜市 とある もの をぬ き出した。

  　芙蓉沙 は 25頃あ っ た が，うち10頃 は欖山書院 （乾 隆十 四年，小欖義学を改建 して 欖 山書院 と改名）

　　 に ， 5 頃 は育嬰堂 に 振 り分 け られ た 。

  崇禎
「
東莞県志 』巻一，地興志，風俗 に ，「工 習以地，如某村人皆縫衣，某村人皆冶鉄之類 」，康

　　 煕
『新会県志 』 巻五 ，地理志，風俗 に，「東北多商鮮農，貧者則習工 技勤於治生，故其民饒，其

　　俗文而巧 」，万暦 『順徳県志 』巻
一
，地理 志第

一
，風俗に ，「木石 之 工 遍 隣郡 ， 会城居肆皆 邑人也 」

　　 とあ る。

　　 な お，史料 中の
「
貧者佃富人之 田

……
以別於田 主」 の 部分 に つ い て は ，佃戸 は 田主 を使頭 と呼ん

　　 で い た が ，そ の 後佃戸 の 首 を使頭 と呼 ん で 田 主 と区別 した，と い うの で ある か ら，こ の
「佃戸之

　　首 」 は 『広東新語 』 巻 二
， 地語 ， に あ る

「
沙頭 」

＝ 総佃 をさ して い る と解 され る。拙稿
「
清代 珠

　　 江下流域 の 沙 田 に つ い て 」
『
東洋学報 』 第63巻 ， 第 1， 2号 ， 1981， 参照。

  　 「
果基魚塘 」

「
桑基魚塘」 に つ い て は，『

農 業志 』 （1ト （4）参照。

  　拙稿 「珠江三角洲 の 地域社会 と宗族・
郷 紳一 南海県九 江郷の ば あい 一

」
「北 陸大学紀要 』 第14

　　号 ， 1990。

  　鈴木智夫
「
清末民初 におけ る民族資本 の 展 開過程

一
広東 の 生糸業 に つ い て 一

」
『中国近代化

　　 の 社会構造』，東京教育大学ア ジ ア 史研究会，1960。

  以下 の 東海十六沙 に つ い て の 記述 に関 して は ， 佐 々 木正 哉「順徳県郷紳 と東海十六 沙 」
「近代 中国

　　研究 』 第 3 集 ， 1959， 潭棣 隼
『
清代珠江 三 角洲的 沙 田』 ， 广 奈人 民出版社，1993，同

「
郷族地主

　　對珠江 三 角 洲地 區的控制與護沙的原委 」
『
廣東歴 史問題論文 集』，稲 禾 出版社，1993，及 び 拙稿

「
順

　　徳団練総局 の 成立 」
『東洋文化研究所紀要』 第105冊，昭和63年，参照。

  道光 『県志 』 巻三
， 経政 ， 田賦 。

  嘉靖
『
県志 』 巻 三 ，政事 志 ， 屯 田。高隼載

・
粱隼海主蝙

『
小欖領初志 』，1986，は，小欖に 設け

　　 られ た 千戸所 の ひ とつ 劉晨所 の ，咸豊十年抄写 の 記録 に 基づ い て ，明初，広州後衛 ・広海後衛 ・

　　新寧衛 3衛所属の 計18の 千戸所が あ っ た と して ， 18所 の 所名 ・40余 名の
「
主管人 」 の 名 ・屯 田 の

　　土 名と税数な ど に つ い て 詳細 な
一

覧表 を作成 ， 掲載 して い る。それ に よる と，18所 の 内分 けは広

　　州後衛 11・
広海衛 5 ・新寧衛 2 と な り，屯 田 の 税数は，計約 430 頃 と な っ て い る。
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  　道光
『
県 志 』 巻 三，経政 ，

田 賦 に よ る と
， 上記約 500頃 の ほ か に

， 清遠衛新会千戸所 の 屯 田 34頃

　　余 と南海衛新寧千 戸所の 屯 田 63頃が 香山県に 帰属 して い る 。 屯 田 の 民間 へ の 払 い 下げ に つ い て

　　は 註   の 拙稿参照。
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